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　後期基本計画の策定に当たっては、前期基本計画に基づいて進めてきたまちづくりを検証した上で、
基本構想（将来像）の実現へ向けて、改めて、取り組むべき施策の方向性を示すものとします。
　前期基本計画に、位置付けている施策を基本としながらも、今後も継続的な取り組みが求められる
ものについては、再度、後期基本計画に位置付けを行います。
　一定の成果を上げ、今後は取り組む必要がなくなった施策については、項目を削除するか、取り組
みの内容について見直しを行います。
　住民意見や社会の動向に応じて、新たに必要と考えられる施策については、追加を行います。
　なお、総合振興計画の性格上、具体的な実施事業の掲載は行わず、取り組みの方向性を示すものと
なることから、後期基本計画に位置付けた各施策については、下位計画である実施計画や個別計画に
おいて具体化するとともに、各地域や住民などとの対話（意見交換）を密に行いながら進めていくこ
ととします。

策定の視点1

■後期基本計画策定の視点

前期基本計画 
に基づく 
取り組み 

（施策の展開）

取り組みの検証
計画の見直し 
（後期基本計画）

各課の評価
住民の意見
社会の動向

地域や住民との 
対話による実施 

取り組みの検証 

次期総合振興 
計画への反映 

将
来
像
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　前期期間中、飯南町では、里山再生の実現を目指し、「産業振興」、「交流・定住」、「相互扶助」、「人
材・組織」の４つのプロジェクトに重点的に取り組んできました。
　「里山産業創造プロジェクト」と「都市農村交流・定住プロジェクト」においては、一定の成果が上がっ
ていますが、「生活支援プロジェクト」や「地域力向上プロジェクト」においては、必ずしも成果があっ
たとは言いがたい状況にあります。
　各プロジェクトを推進する母体として、様々な主体の連携によって、中間支援組織としての機能を
発揮する「里山コミッション＊」を位置付け、主に情報発信や産業振興を推進する役割を担って活動
していますが、現在、生活支援プロジェクトを推進する、総合窓口機能的な役割にまでは至っていま
せん。
　したがって、「里山コミッション＊」については、実行力のある中間支援組織＊（発信、連携、仲介、
窓口機能を得た組織）として、組織のあり方を見直すとともに、体制の強化を図っていく必要がある
と考えています。
　この４つの重点プロジェクトは、飯南町の「里山再生」という目標に向けて必要な取り組みである
ことから、今後のまちづくりにおいても、改めて、４つのプロジェクトを掲げ、更なる里山再生に向
けた取り組みを加速させていきたいと考えています。
　さらに、協働のまちづくりを進めていく上で欠くことのできない「住民との対話の機会」を創出す
るために「対話の創出」を重点的な取り組みとして掲げ、住民と対話しながら各施策を推進していく
こととします。

重点的な取り組み2

■後期基本計画における重点的な取り組み

産業振興
健康・安全・エネルギー

里山産業創造
プロジェクト 保健・医療・福祉

医療の維持・高齢者・子育て支援

生活支援
プロジェクト

人材・組織
協働・地域組織・職員 

地域力向上
プロジェクト

交流・定住
体験・職・住 

都市農村交流・定住
プロジェクト

対話の創出

※重点的な取り組み内容は、P83　第７章　重点的な取り組みの推進にて説明
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　重点プロジェクトは、６つの基本方針によるまちづくりに対して、特に重点的な取り組みを実施す
ることによって、飯南町の目指す将来像『小さな田

ま

舎
ち

からの「生命地域」宣言　“いのち彩る里　飯
南町”』の実現をするための横断的な取り組みです。

■重点的な取り組みと基本方針の横断的な取り組み

里山産業創造
プロジェクト

都市農村交流・定住
プロジェクト

生活支援
プロジェクト

地域力向上
プロジェクト

基本方針１ 地域を支える産業を創出するまち 

基本方針２ 豊かな自然を守り活かすまち 

基本方針３ 快適で安心できる住みよいまち 

基本方針４ 住民相互が支え合うみんなにやさしいまち 

基本方針５ 心豊かで創造性あふれる人材を育てるまち 

基本方針６ 住民の自立(律)と行政との協働で運営するまち 

対 話 の 創 出 

《重点プロジェクト》
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後期基本計画における施策体系3

基本方針 施策【中項目】基本施策【大項目】

（1）地域資源を活かした産業の創出
（2）観光・交流の振興
（3）生活支援システムの創出

（1）地域ブランドの確立
（2）農林業の生産基盤の確立
（3）後継者の育成と確保

（1）商工業の経営基盤の強化
（2）地域産業を担う人材の確保

(1)自然と共生する環境づくり
(2)里山環境保全の仕組みづくり
(3)資源循環型社会の構築
(4)発掘・再発見の機会づくり

（1）地球環境問題対策の推進

（1）定住促進のための仕組みづくり

（1）計画的な土地利用の推進
（2）生活基盤の整備
（3）生活交通の確保
（4）地域の情報基盤の充実

（1）防災体制の充実
（2）防災施設の整備
（3）治山治水など危険箇所対策
（4）交通安全・防犯対策の充実

（1）「健
ま

康
め

ないいなん21」の推進
（2）医療体制の充実

（1）地域福祉の充実
（2）高齢者・障がい者福祉の充実
（3）高齢者・障がいのある方の生きがいづくり

（1）保育機能の充実
（2）地域における子育て環境づくり

（1）基本的人権の尊重
（2）男女共同参画社会づくりの推進

（1）公民館を核とした住民活動の推進
（2）住民の学習活動等の参加促進
（3）施設の整備・充実

（1）地域で育む教育環境づくり
（2）小中学校教育の充実
（3）保小中高が連携した教育の推進

（1）里山教育の推進
（2）里山文化の伝承

（1）拠点機能の充実
（2）各地区の拠点施設の整備

（1）住民のまちづくり意識の高揚
（2）まちづくり活動の支援

（1）協働のまちづくりの推進
（2）自治振興組織の充実
（3）健全で効率的な行政運営の推進
（4）職員の資質の向上
（5）政策効果の検証と評価機能の充実

１　里山の地域資源を活かした産業
の創出

２　安全安心な食材提供と農林業の
活性化

３　地域に密着した商工業の活性化
による雇用促進

１　地域の自然環境の保全

２　地球環境への対応

１　定住の促進

２　快適に暮らせる生活基盤づくり

３　安心して暮らせる防災・防犯対
策の充実

１　生きがい村構想の推進

２　高齢者等にやさしい環境づくり

３　子育てしやすい環境づくり

４　だれもが平等に暮らせる社会づ
くり

１　地域で進める生涯学習の推進

２　地域との連携による学校教育の
充実

３　里山教育・里山文化の充実

１　拠点機能の強化

２　住民主体のまちづくりの推進

３　協働で進める行財政運営

基本方針１

地域を支える産
業を創出するま
ち

基本方針２

豊かな自然を守
り活かすまち

基本方針３

快適で安心でき
る住みよいまち

基本方針４

住民相互が支え
合うみんなにや
さしいまち

基本方針５

心豊かで創造性
あふれる人材を
育てるまち

基本方針６

住民の自立（律）
と行政との協働
で運営するまち
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